
フラッグシップ輸出産地の概要

株式会社トマル（代表者 都丸 雄一）

主な輸出先国 香港、アメリカ（2023年） 輸出実績 110t（2023年）

対象となる
地域

群馬県前橋市・高崎市、栃木県芳賀郡茂木町

穴の空いた専用資材を使って
船便での湿気対策

日本養鶏協会
香港輸出支援セミ
ナー・商談会

米国の量販店での販促物

グアムでの販売

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

アピールポイント

輸出
品目

畜産物
（鶏卵）

お問合せ先（TEL）027-251-1781 担当：喜多幅（きたはば）HPリンク https://www.tomaru.com/

・2020年11月にアメリカ向けに鶏卵の輸出を実施。
・2022年より香港向けに鶏卵の輸出を実施（最大年間300トン）。
・輸出にあたっては産地間で連携した出荷を行っている。

・米国向けについては農場と鶏卵包装施設の登録等、香港向け
においては放射性物質検査などの対応を行っている。

・賞味期限の担保のために工場内・物流においての温度管理を
徹底して行っている。

★生産農場についてはJGAP認証を取得しており商品ラベルには
JGAPマークがついたラベルでの販売も行っている。

★2023年11月に香港で日本養鶏協会が主催する輸出支援セミ
ナー・商談会に参加し、現地のディストリビューターとの商
談や現地の販売先での視察を実施。
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